
表：世界の女性議員比率ランキング（抜粋）

2018 年 6月 IPU 資料より作成

世
界
的
に
低
い

日
本
の
女
性
議
員
比
率

２
０
１
８
年
６
月
現
在
、
日
本
の

女
性
議
員
比
率
は
世
界
１
９
３
カ
国

中
１
５
８
位
で
す
。（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
調
べ
）

先
進
国
で
は
最
低
水
準
で
、
東
ア
ジ

ア
地
域
で
も
中
国（
70
位
）、韓
国（
１

１
７
位
）
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
女
性
議
員
比
率
10
・
１
％
に

対
し
、
世
界
平
均
は
約
22
％
。
北
京

で
第
４
回
世
界
女
性
会
議
が
開
か
れ

た
１
９
９
５
年
の
11
・
３
％
か
ら
、

20
年
間
で
倍
増
し
ま
し
た
。

女
性
の
力
が
生
き
る
政
治
の
世
界

意
思
決
定
の
場
を
圧
倒
的
多
数
の

男
性
が
占
め
る
と
、
男
性
中
心
の
支

配
的
な
政
治
文
化
が
生
ま
れ
や
す
い

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
議
会
や
選

挙
活
動
に
お
い
て
女
性
蔑
視
や
性
差

別
が
起
こ
り
、「
女
は
家
庭
」
な
ど

の
性
別
役
割
分
業
意
識
も
あ
っ
て
、

女
性
の
政
治
活
動
は
妨
げ
ら
れ
ま

す
。し

か
し
、
戦
後
日
本
の
女
性
関
連

政
策
は
人
権
意
識
を
持
つ
女
性
議
員

の
地
道
な
努
力
や
、
民
間
女
性
組
織

と
の
協
働
で
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
に
成
立
・
施
行
さ
れ
た

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」

（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
も
そ
の
一
例
で
す
。

女
性
へ
の
暴
力
を
基
本
的
人
権
の
侵

害
と
明
確
化
し
た
１
９
９
５
年
の
北

京
会
議
を
受
け
て
、
超
党
派
女
性
議

員
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
議
員

立
法
で
成
立
し
ま
し
た
。

女
性
は
生
活
者
と
し
て
の
視
点
や

弱
者
へ
の
ま
な
ざ
し
を
持
ち
、
子
育

て
・
介
護
・
教
育
な
ど
へ
の
問
題
意

識
が
あ
り
ま
す
。
女
性
議
員
が
増
え

る
こ
と
で
政
策
の
優
先
順
位
が
変
わ

り
、
よ
り
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

政
治
参
画
を
増
や
す
た
め
に

世
界
で
女
性
議
員
が
増
加
し
た
背

景
に
、
候
補
者
・
議
席
の
一
定
数
を

男
女
に
割
り
当
て
る
「
ク
オ
ー
タ
制
」

の
普
及
が
あ
り
ま
す
。
北
欧
諸
国
で

始
ま
り
、
現
在
は
男
女
平
等
の
民
主

主
義
国
家
を
目
指
す
約
１
３
０
の
国

や
地
域
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
今
年
５
月
、「
政
治
分

野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進

法
」（
候
補
者
男
女
均
等
法
）が
成
立
・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
政
党
は
国
会

や
地
方
議
会
の
選
挙
で
、
男
女
の
候

補
者
数
を
均
等
に
す
る
努
力
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
女
性
議
員
を
増
や
す
こ

と
を
促
す
初
め
て
の
法
律
で
、
２
０

１
２
年
に
男
女
同
数
内
閣
を
実
現
さ

せ
た
フ
ラ
ン
ス
と
比
較
し
て
「
日
本

版
パ
リ
テ
法
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

女
性
政
治
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
市
川
房
枝
氏
は
「
出
た
い
人
よ
り

出
し
た
い
人
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

有
権
者
の
立
場
に
立
っ
た
理
想
選
挙

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
政
治
は
暮
ら

し
そ
の
も
の
。
関
心
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
橋
ゆ
）

フ
ラ
ン
ス
の
男
女
ペ
ア
候
補
制
度

女
性
の
政
治
へ
の
参
画
を
促
し
、

議
員
の
男
女
比
を
同
じ
に
す
る
た
め

の
策
と
し
て
、
男
女
二
人
一
組
ペ
ア

に
な
っ
た
候
補
者
に
投
票
す
る
と
い

う
選
挙
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
県
議
会
選

挙
で
２
０
１
５
年
３
月
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

各
選
挙
区
か
ら
最
高
得
票
を
取
っ

た
「
男
女
ペ
ア
」
一
組
だ
け
が
当
選

す
る
仕
組
み
で
す
。
当
選
者
は
す
べ

て
の
選
挙
区
で
男
女
一
人
ず
つ
に
な

り
ま
す
。

ク
オ
ー
タ
制
導
入
の
ネ
パ
ー
ル

カ
ー
ス
ト
制
の
下
、
女
性
差
別
が

続
い
て
い
た
ネ
パ
ー
ル
は
、
１
９
９

０
年
に
民
主
主
義
国
家
と
な
り
ま
し

た
。新

憲
法
は
国
連
の
女
性
差
別
撤
廃

条
約
の
精
神
に
沿
っ
て
書
か
れ
、
女

性
の
権
利
を
保
障
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
会
議
員
な
ら
び
に
行

政
府
の
全
委
員
会
委
員
の
３
分
の
１

は
女
性
、
大
統
領
と
副
大
統
領
の
ど

ち
ら
か
は
女
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
５
年
に
女
性
省
を
設
置
、

初
代
大
臣
も
女
性
で
し
た
。
２
０
１

５
年
に
は
女
性
初
の
ビ
ド
ヤ
・
デ
ビ
・

バ
ン
ダ
リ
大
統
領
が
誕
生
し
、
２
０

１
８
年
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
女
性
の
た
め
の
ク
オ
ー

タ
制
に
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
地
方
自

治
へ
女
性
が
大
量
進
出
、
ポ
ス
ト
の

40
％
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
女
性
は
副
市
長
や
副
村
長

に
回
さ
れ
、
市
長
や
村
長
は
ま
だ
少

な
い
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
す
。（佐

野
）
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政
治
に
お
け
る

女
性
の
活
躍

に
向
け
て

政
治
に
お
け
る

女
性
の
活
躍

に
向
け
て

女性議員が増えれば
社会が変わる
　赤松政経塾 第 1 期

赤松良子 他 著／
パド・ウィメンズ・オフィス

　女性の政治参画を支援するネットワー
ク WINWIN 主催の「赤松政経塾」。7 人
の女性政治家による、実践に基づく生き
生きとした講義の記録です。

日本の女性議員
　どうすれば増えるのか

三浦まり 編著／
朝日新聞出版

　さまざまなデータやイン
タビューをもとに、女性議員について包
括的に論じられています。政治の世界に
対する視点が変わる 1 冊です。

オススメの本

日
本
の
動
き

世
界
の
動
き

　政 治 は そ の 時 代 に 求 め ら れ て い
る も の に 耳 を 澄 ま し、共 に 実 現 さ
せていく作業です。
　政 治 を 変 え 未 来 を 切 り 開 い て い
くためには、女性の強みである「共
感力」や「協働する力」が重要です。

　清 瀬 市 で は 女 性 議 員 が 議 員 全 体 の
45％を占めています。
　市（区）議員における女性議員の比
率は全国第 2 位、市区町村合わせても
第 4 位となっています。

総務省 地方公共団体の議会の議員及び長の所属党
派別人員調、割合は総務省資料（平成 29 年 12 月
31 日現在）

国名 比率（下院）
1
2
3
8

11
16
37
70

117
158

ルワンダ
キューバ
ボリビア

スウェーデン
フィンランド

フランス
ネパール

中国
韓国
日本

61.3%
53.2%
53.1%
43.6%
42.0%
39.0%
32.7%
24.9%
16.3%
10.1%

順位

清き一票を

未来をつくろう

今までの政治は「なんだか難しい、遠い世界のもの」というイメージでした。本を読み女性たちの純粋な思いを知ったことで、身近に感じられ
るようになりました。高橋ゆ

編
集委

員からの一言
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